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　助成事業の概要

　本事業は、障がいのあるなしに関わらず、地域
でのであい・しりあい・わかりあいをコンセプト
に地域連携事業として開催予定でした。
(1) こども店長プログラム：地域のお店、各種福
祉団体や行政に出店していただいたブースで「こ
ども店長」として子どもたちの職場体験の機会を
持てるような企画をして、地域の小学生とお店が
関わることで親交を図ることを目的としていまし
た。
(2) こども広報部：子どもたちがこども広報部と
して、イベント開催に向けて、広報内容の原稿を
考え役所等に出向き広報活動を行うことで、日頃
出来ない体験を得られました。 
(3) 披露の場を提供：地域の方々にお声かけをし
て、子どもたちのダンスや吹奏楽を中心に「晴れ
の舞台」を提供できるよう準備を進めていきまし
た。
(4) オープンミーティングでの企画立案：地域に
おける「顔の見える関係性」の構築やまた地域の
方々と共にイベントを盛り上げていく事を目的と
して、地域の方々に企画を出してもらうオープン
ミーティングを市役所の担当部署と共に行い、体
験型のブースを運営していただく準備を進めまし
た。

　事業の成果

　本事業は、地域の子どもたちが主体的に地域と
のつながりを体験することを目的に開催予定でし

たが当日は悪天候（雨）のため中止となっていま
す。
本事業では、(1) こども店長プログラム (2) こど
も広報部 (3) 披露の場を提供 (4) オープンミー
ティングでの企画立案、の４つの企画を準備して
いました。
(1) では、地域のお店や福祉団体、行政などがブー
スを出店し、参加する小学校の子どもたちが「こ
ども店長」として職場体験を行い、日頃触れるこ
とのない仕事や地域の方々との交流を通じて学び
を深める機会を設けられるよう準備を進めてい
ましたが中止となっています。
(2) では、子どもたちがこども広報部として、イ
ベント開催に向けて、広報内容の原稿を自分たち
で考え、話す練習をした上で豊中市役所に出向き
広報活動を行うことで、日常では経験できない学
びの場を提供しました。
(3) では、地域の方々を招き、ダンスや吹奏楽な
ど日頃の練習の成果を披露する機会を予定してい
ましたがこれについても中止となっています。
(4) では、地域における「顔の見える関係性」の
構築やまた地域の方々と共にイベントを盛り上げ
ていく事を目的として、地域の方々に企画を出し
てもらうオープンミーティングを市役所の担当部
署と共に行い、実際にその方々に体験型のブース
を運営していただく準備を進めました。イベント
は中止となったものの、事前準備や企画段階で子
どもたちの主体性や協働力は向上し、地域の店舗
や団体、行政との連携を通して信頼関係を築くこ
とができました。

　成果の広報・公表

　本事業では、イベント当日が雨で中止となった
ものの、事前準備や子どもたちの主体的な広報活
動を通じて成果を地域や関係者に伝えました。こ
ども広報部の子どもたちは、広報内容を検討し、
豊中市役所を訪問して市長や各部署部長に活動内
容を説明・PR しました。また、学校や地域団体
への案内、チラシ配布、法人ウェブサイトや
SNS での発信を行い、地域における活動の意義
や子どもたちの学びを広く周知しました。
　これらにより、イベントの実施可否に関わらず、
事業の目的である地域とのつながりや子どもたち
の主体的な学びの成果を広く伝えることができま
した。

　今後の展開

　今後は、子ども店長プログラムの準備やこども
広報部で得られた子どもたちの主体的な学びや地
域との協働経験を来年以降のイベントに活かす予
定です。企画内容や運営方法を工夫し地、域団体、
行政との連携を継続・拡大することで、より多様
な体験の機会を提供します。
　また、当日中止となった経験を踏まえ、天候リ
スクに対応できる運営マニュアルや連絡体制を整
備し、参加者や関係者への安全確保を徹底します。
　今後も子どもたちの主体性や社会性の育成と、
地域コミュニティの強化を両立させる基盤を構築
することを目的とした活動を続けていきます。
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